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て
資
財
を
m
M
U
之
を
償
ふ
も
の
す
ら
あ
っ
た
が
、
務
一
餓
に
陥
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
、
金
制
伴
滞
は
管
内
の
一
で
野
菊
に
似
て
ゐ
る
が
、
襲
撃
は
普
謡
の
菊
の
諮
り
一
泉
氏
に
よ
っ
て
粂
六
例
刻
銀
と
命
布
せ
ら
れ
、
阿
保
・

更
の
之
に
出
陣
す
る
方
法
宜
し
き
を
得
な
か
っ
た
録
、
一
輩
出
額
を
例
年
の
と
分
の
一
に
減
ぜ
し
め
、
米
十
九
一
で
あ
る
と
記
す
る
o
大
勝
水
経
一
陣
川
の
僚
に
、
奥
に
こ
一
十
一
周
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
せ
ら
れ
た
o
そ
の

好
聞
の
資
惜
に
よ
っ
て
、
九
年
七

H
に
は
米
殺
の
貯
一
部
六
千
石
・
銭
況
低
六
千
件
目
等
を
阪
他
し
、
三
年
正
一
谷
が
あ
る
o
西
谷
は
こ
俣
村
の
領
、
東
谷
は
食
谷
山
の
一
花
は
侍
異
の
も
の
で
、
事
片
七
鑓
乃
京
一

O
那
あ
っ

縦
皆
無
な
ら
ざ
る
に
抑
ら
ず
、
之
を
隣
ふ
こ
と
倒
難
一
周
奇
官
民
峨
俸
の
宇
を
細
川
い
て
義
指
せ
し
め
、
前
凶
一
領
で
あ
る
。
西
谷
大
障
子
谷
の
東
の
小
渓
に
菊
花
多
一
て
二
重
に
政
び
、
淡
緑
色
に
稿
暗
紅
を
帯
び
、
怖
は
そ

な
る
に
京
っ
た
o
然
る
に
入
居
前
倒
綱
紀
凶
に
就
き
、
一
陵
壊
は
限
前
防
総
の
古
川
砧
珍
貨
を
大
坂
に
政
っ
て
敬
一
〈
、
こ
の
谷
の
摘
。
疏
れ
る
に
よ
っ
て
菊
水
川
と
も
一
の
小
な
る
時
に
於
い
て
も
術
事
片
の
聞
か
ら
抑
制
紅
の

膏
廷
を
鴎
箭
し
、
人
を
領
内
に
訴
し
て
飢
民
に
食
を
一
消
の
資
に
光
て
、
士
民
亦
競
う
て
金
品
を
提
供
し
た
o
一
い
ふ
と
あ
る
の
も
、
前
記
の
菊
ャ
獄
と
同
一
で
あ
る
。
一
花
雛
を
到
し
、
成
長
に
従
ひ
諜
形
を
量
し
、
花
心
附

施
し
、
善
後
の
策
を
諮
ぜ
し
め
た
に
よ
っ
て
、
餓
死
一
キ
キ
ン
飢
箆
ハ
大
地
寺
滞
〉
ハ
一
〉
天
和
の
飢
餓
一
キ
タ
カ
ハ
チ
ョ
ウ
菊
川
町
金
揮
の
町
名
。
文
一
近
か
ら
三
枚
乃
京
六
枚
の
禁
欲
心
皮
を
総
出
す
る
ー

す

る

も

の

畿

か

に

十

五

人

に

止

っ

た

。

一

l
天
和
元
年
前
年
の
凶
作
に
よ
O
蚊
米
を
滞
か
ら
典
一
政
二
年
川
上
新
町
に
定
芝
居
小
屋
を
置
い
た
時
、
そ
一
事
に
は
専
問
な
く
、
花
艇
の
尖
端
か
ら
直
に
分
裂
す

の
こ
〉
寛
文
の
飢
餓

l
w地
文
九
年
夏
放
の
交
繰
風
強
雨
一
へ
た
ω
挟
ま
で
に
死
者
二
千
五
刊
除
人
。
一
の
附
涯
に
菊
川
町
・
竹
崎
町
・
末
吉
町
な
ど
の
新
町
名
一
る
o
雄
義
一

O
本
乃
京
二

O
本
。
花
雛
は
初
め
協
紅

同
地
主
。
、
領
内
の
河
川
暴
浴
し
て
況
邸
入
千
石
の
川
一
ハ
一
一
〉
一
止
絡
の
飢
餓

l
正
徳
二
年
紋
凶
作
の
局
に
百
姓
一
を
設
け
た
o
然
る
に
明
治
四
年
四
用
戸
籍
編
成
の
際
.
一
色
で
あ
る
が
、
稲
次
淡
紅
と
な
り
白
色
と
な
り
‘
そ

を
制
じ
、
死
者
十
人
を
出
し
・
積
殺
少
く
し
て
乞
巧
と
一
か
ら
年
民
慨
減
の
約
一
郎
を
な
し
、
治
に
一
撲
の
激
護
一
竹
鴎
・
末
世
間
の
爾
町
を
合
併
し
て
菊
川
町
の
み
と
し
一
の
数
多
き
は
花
心
の
小
鱗
片
を
併
せ
て
二
百
徐
に
濯

な
る
者
多
か
っ
た
o
闘

っ

て

前

川

綱

紀

は

十

周

十

一

一

一

を

見

た

。

一

た

o
菊
川
の
…
口
は
、
陣
川
を
菊
水
川
と
推
名
し
た
か
一
し
、
花
托
部
の
関
紙
に
隆
起
し
た
部
分
に
…

1
、
胤

H
か
ら
十
九
日
に
京
る
閥
、
金
制
作
玉
泉
寺
及
び
東
本
一
ハ
一
一
一
〉
天
明
の
飢
的

l
天
明
三
年
凶
作
に
よ
O
年

一

貨

の

一

ら

で

あ

ら

う

一

設

か

ら

漸

次

中

央

に

向

か

う

て

閃

民

し

菊

花

の

似

を

郎
寺
山
木
寺
に
於
い
て
脂
肪
を
行
は
し
め
、
鈴
村
よ
0
一
括
切
を
許
し
、
数
米
も
給
興
し
た
が
、
四
年
部
方
に
一
キ
ク
ガ

εゾ
菊
ヶ
清
江
沼
郡
翻
長
鎮
の
谷
一
呈
す
る
。
花
の
直
径
約
四
制
。
花
期
M
K
〈
、
四

n二

入
。
来
る
飢
民
の
放
を
湖
資
し
、
惣
十
年
郊
外
笠
郷
一
飢
民
な
出
し
た
o

一
で
、
そ
の
奥
の
生
水
ヶ
織
を
以
て
せ
め
と
す
る
o
菊
二
十
日
訟
の
膨
服
を
見
、

H
米
揃
附
し
、
五
月
中
旬
白
川

村
に
非
人
小
屋
を
作
。
、
六
周
什
二
日
そ
の
竣
成
す
一
〈
四
〉
天
保
の
飢
餓

l
天
保
七
年
の
飢
餓
は
お
内
二
部
か
ら
こ

O
O米
依
岩
山
に
上
れ
ば
、
自
然
生
の
菊
一
残
花
を
有
す
る
。

る
に
及
ん
で
、
先
づ
千
七
百
一
丸
十
三
人
を
攻
符
し
た
。
一
般
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
滞
侠
前
川
利
之
自
ら
抑
制
を
一
が
あ
っ
て
、
季
秋
出
器
抗
心
一
璽
に
し
て
香
気
あ
る
一
キ
タ
ザ
ケ
菊
酒
俳
内
.
一
加
。
締
本
丈
け
凶

ハ凶
U

天
保
の
飢
餓

l
天
保
四
年
反
容
く
、
米
銭
殺
ら
↑
食
し
て
窮
民
を
他
み
、
八
年
筒
内
今
文
で
は
五
士
一
一
・
…
花
を
聞
く
。
大
江
知
書
の
欧
に
、
『
虞
柴
か
る
人
も
泊
一
寸
三
分
、
銅
山
ハ
寸
四
分
、
十
二
一
枚
綴
。
組
銃
は
な
〈
、

な
か
っ
た
岱
に
飢
民
を
生
じ
、
五
年
に
入
っ
て
滞
の
一
戸
の
う
ち
こ
十
六
戸
の
も
の
が
死
亡
し
た
。
同
十
年
一
は
ぬ
奥
山
に
何
を
穏
と
て
時
拭
け
る
白
菊
』
一
最
初
に
菊
樹
付
句
容
と
あ
っ
て
、
今
村
幽
也
・
一
例
・

非
人
小
厳
に
吹
符
せ
ら
れ
る
も
の
平
常
に
鍛
併
し
、
一
秋
又
非
常
の
虫
告
が
あ
っ
て
、
吹
聴
殆
ど
皆
無
に
涯
一
キ
タ
ヂ
ン
ポ
ウ
ベ
ツ
シ
ユ
ウ
規
矩
元
法
別
集
一
可
之
等
廿
三
人
の
付
句
の
放
斡
が
あ
0
.
そ
の
後
に

俊
郷
亦
行
は
れ
て
死
者
も
多
か
っ
た
。
然
る
に
そ
の
一
〈
、
在
江
戸
の
滞
侯
前
川
刺
M
T
は
九
用
念
に
師
郷
を
一
二
加
。
天
明
六
年
に
金
揮
の
三
池
流
の
館
者
富
井
安
一
『
さ
ん
ぼ
う
足
う
ら
に
制
の
腕
や
か
は
ら
け
粥
酒
に

年
の
秋
純
作
で
、
一
旦
対
紙
を
削
復
し
た
が
、
六
年
一
評
さ
れ
て
、
そ
の
蚊
桝
に
治
っ
た
。
一
務
の
悲
し
た
醤
で
、
測
議
術
を
述
べ
た
も
の
。
そ
の
一
そ
へ
て
』
と
抑
制
し
た
卯
民
山
口
氏
谷
捌
符
務
総
の
文

冬
叫
降
ら
ず
、
七
年
武
容
の
候
俄
に
大
台
骨
弘
、
夏
一
キ
ク
規
矩

J
カ
ネ
ノ
リ
規
矩
。
一
附
石
丸
賢
の
奥
部
が
あ
る
。
一
の
終
に
延
岱
凶
年
一
一
一
月
上
旬
と
但
し
、
誕
に
一
期
の

に
入
っ
て
冷
気
甚
だ
し
く
、
再
び
附
作
と
な
っ
た
0

・
キ
ク
エ
き
く
え
珠
洲
郡
上
山
の
内
の
小
字
。
一
キ
タ
ゴ
ク
イ
ン
ギ
ン
菊
極
印
銀
寛
永
十
五
年
一
義
句
の
み
一
内
句
を
政
ぺ
て
あ
る
o
阿
瀧
粁
俳
続
制
鰭

併
し
八
年
秋
に
は
作
出
良
好
で
あ
り
、
間
別
々
に
隠
悦
キ
タ
カ
ダ
イ
エ
イ
菊
花
題
脇
陣
一
加
。
嘉
永
五
一
加
賀
滞
は
、
菊
花
の
極
印
あ
る
銀
貨
の
製
遁
を
命
じ
一
目
録
に
『
問
ハ
白
山
奉
納
集
〉
泊
加
、
術
調
付
、
一
如
、

せ
ら
れ
た
米
殺
も
市
場
に
到
れ
た
o
次
い
で
九
年
五
年
官
公
九
円
以
十
年
祭
に
除
。
、
金


